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石川県における肝炎ウイルス検診陽性者のフォロ－アップシステムの現況 

（石川県の取り組み） 
 

研究分担者：島上 哲朗 金沢大学附属病院地域医療教育センター 
   

研究要旨：石川県では平成 14 年度から市町の保健担当者が肝炎ウイルス検診陽性者の
肝疾患専門医療機関受診状況調査・勧奨などのフォローアップを毎年行ってきた。さ
らに平成 22年度からは市町が有する肝炎ウイルス検診陽性者の情報を本人から同意が
えられた対象者に関しては肝疾患診療連携拠点病院（金沢大学附属病院）に移管し、
肝疾患診療連携拠点病院が直接経年的なフォローアップを行う「石川県肝炎診療連携」
を開始した。以降同連携の改善を図ってきたので、今回の研究では同連携の現況を解
析した。平成 14 年度以降の肝炎ウイルス検診陽性者は 3146 名存在し、①平成 30年度
末で参加同意者は 1603 名（50.9%）、参加非同意者は 513 名（16.3%）、参加意思表示の
ない者は依然として 1030 名（32.3%）存在していた。②本連携参加者の専門医療機関
受診率は、平成 22年度 90.0%であったがその後低下傾向を示し、平成 30 年度(平成 31
年 1 月末時点）は 41.3%であった。③平成 22 年度から肝炎ウイルス検診陽性者に石川
県肝炎診療連携への参加勧奨を郵送により行ってきた。尚、参加意思表示のない陽性
者に対しても毎年、参加同意書の発送を継続してきた。今回、石川県肝炎診療連携へ
の参加勧奨後、石川県肝炎診療連携への参加同意に要した年数を解析した。参加勧奨
後 7 年や 8 年が経過したのち同意される症例も少数ながら存在した。しかし、石川県
肝炎診療連携の参加同意は、参加勧奨と同時が約 60％、1年後までに約 80%、2 年後ま
でに約 85%、3 年後までに約 90%と早期に得られていることが明らかになった。 

A. 研究目的 
平成 14 年度より始まった老人保健事業、

さらに平成20年度からの健康増進事業によ

る肝炎ウイルス検診により、多くの無自覚

の B型肝炎、C型ウイルス感染患者が見いだ

された。肝炎ウイルス検診陽性者は、精密

検査として肝疾患専門医療機関を受診し、

適切な治療導入がなされるか、治療導入が

なされない症例に関しても経年的な肝機能

検査及び肝癌の早期発見のための画像検査

がなされる必要がある。しかしながら、検

診陽性判明の翌年以降はその受診・治療状

況および予後・経過が把握されているとは

言い難い。 

石川県では、平成 14 年度から県・市町な

どの行政担当者、医師会担当者、専門医な

どから構成される石川県肝炎対策協議会で

の協議の上、市町の保健担当者が肝炎ウイ

ルス検診陽性者の状況（専門医療機関受診

状況、治療内容）を調査し、適宜肝疾患専

門医療機関への受診勧奨などのフォローア

ップを毎年行ってきた。さらに平成 22 年度

からは市町が有する肝炎ウイルス検診陽性

者の情報を本人から同意がえられた対象者

に関しては肝疾患診療連携拠点病院（金沢

大学附属病院）に移管し、肝疾患診療連携

拠点病院（以下拠点病院）が経年的なフォ

ローアップを行う「石川県肝炎診療連携」

を開始した。以降同連携の改善を図ってき

たので、今回の研究では同連携の現況を解

析した。 
 

B. 研究方法 

石川県健康推進課の有する平成14年度か

らの石川県の肝炎ウイルス検診陽性者に関

するデータベース（連携不可能匿名化デー
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タ）、肝疾患診療連携拠点病院が有する石川

県肝炎診療連携のデータベースを利用して

同連携への参加率、連携同意者の専門医療

機関受診率を解析した。 

また、拠点病院は、石川県肝炎診療連携

参加同意者の肝炎ウイルス検診陽性年度を

把握していなかった。そのため今回、石川

県肝炎診療連携参加同意者に関しては、肝

炎ウイルス検診を実施した市町に肝炎ウイ

ルス検診が陽性になった年度の照会を行っ

た。 

 

（倫理面の配慮） 

石川県肝炎診療連携は、石川県、各市町

が行うべき肝炎ウイルス検診陽性者の経年

的なフォローアップ事業を、石川県肝炎対

策協議会での協議・承認を得て、肝疾患診

療連携拠点病院で行っているものである。

今回、拠点病院が石川県肝炎診療連携を通

じて収集したデータの当該研究への使用に

関して金沢大学医学倫理審査委員会により

審査、承認の上実施した。（研究題目：石川

県における肝炎ウイルス検診陽性者の経過

に関する解析 2018-105 (2871)）。 

 

C. 研究結果 

１）石川県肝炎診療連携参加状況 

石川県では平成 14 年度以降、平成 29 年

度末までに肝炎ウイルス検診陽性者が 3146

名存在する。平成 22 年度からこれらの肝炎

ウイルス検診陽性者に本連携への参加同意

書の発送を行ってきた。尚、参加意思表示

のない陽性者に対しても毎年、参加同意書

の発送を継続している。 

平成 30 年度末で参加同意者は 1603 名

（50.9%）、参加非同意者は 513 名（16.3%）、

参加意思表示のない者は依然として1030名

（32.7%）存在していた。 

 

 

 

２）石川県肝炎診療連携参加同意者の専門

医療機関受診状況 

肝疾患診療連携拠点病院は、同連携参加

同意者に対して年一回、調査票を郵送して

いる。対象者は調査票を持参し、かかりつ

け医を通じてあるいは直接石川県が指定し

た肝疾患専門医療機関を受診する。この調

査票は、複写方式となっており、一枚はか

かりつけ医にフィードバックとして、もう

一枚はデータベース化のため拠点病院へ送

付される。そのため拠点病院では調査票の

送付により、対象者が専門医療機関を受診

したことを確認している。理想的には、調

査票の肝疾患拠点病院への送付率は 100%に

なるべきと考えられる。しかしながら、同

連携参加者の専門医療機関受診率は、平成

22 年度 90.0%、平成 23年度 62.9%、平成 24

年度 60.4％、平成 25 年度 53.0%、平成 26

年度 55.6%、平成 27年度 46.6%、平成 28 年

度 49.9%、平成 29 年度 46.6%、平成 30 年度

（平成 31年 1 月末時点）41.3%であった。 

 

３）肝炎ウイルス検診陽性判明から石川県

肝炎診療連携同意に要した年数の解析 

拠点病院は、石川県肝炎診療連携に参加

同意した年度は把握していたが、それぞれ

の同意者がいつ肝炎ウイルス検診に陽性に

なったかは把握していなかった。今回、石

川県肝炎診療連携参加同意者を対象に、肝

炎ウイルス検診を行った市町に肝炎ウイル

ス検診陽性となった年度を照会した。さら

に市町と拠点病院のデータを統合し、肝炎

ウイルス検診陽性判明年度及び石川県肝炎

診療連携参加勧奨から、石川県肝炎診療連

携に参加同意が得られるまでに要した期間

を解析した。尚、対象者 1557 名中、1221 名

で有効な回答を得た。 
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表 1：肝炎ウイルス検診陽性後、石川県肝炎

診療連携同意までの期間 

 
 縦軸の年度に陽性になった肝炎ウイルス

検診陽性者が、何年後（横軸）に石川県肝

炎診療連携に参加同意したかを示している。

石川県肝炎診療連携は平成 22 年度（2010 年

度）から開始したため、平成 14 年度（2002

年度）～平成 21年度（2009 年度）の肝炎ウ

イルス検診陽性者には平成 22 年度（2010 年

度）から一斉に石川県肝炎診療連携への参

加勧奨を行った。表 2・図 1には、石川県肝

炎診療連携参加勧奨開始後、参加同意まで

に要した期間を示す。 

 
表 2：石川県肝炎診療連携参加勧奨から同意
までの期間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 石川県肝炎診療連携参加勧奨から同意
までの期間 

 
 
 その結果石川県肝炎診療連携の参加同意

は、参加勧奨開始と同時が約 60％、1 年後

までに約 80%、2 年後までに約 85%、3 年後

までに約 90%と早期に得られていることが

明らかになった。 
 
D. 考察 

 開始から 9 年目を迎えた石川県における

肝炎ウイルス検診陽性者のフォローアップ

システム、石川県肝炎診療連携であるが、

本連携に参加したことをきっかけに抗ウイ

ルス療法に結びついた症例や肝がんの早期

発見につながった症例が存在している。し

かしながら依然として連携参加の意思表示

がない陽性者が、32.7%存在すること、また

同連携に参加しているにもかかわらず、年

一回の専門医療機関受診に結びついていな

い同意者が毎年約 50%存在しているなどの

問題点が明らかとなった。 

 石川県では、平成 14年度からの肝炎ウイ

ルス検診陽性者に対して、平成 22年度から

毎年、郵送による石川県肝炎診療連携への

参加勧奨を行っている。参加勧奨を行って

も同意・非同意の意思表示をしない対象者

も多いため、参加勧奨を肝炎ウイルス検診

陽性後何年間行えばよいのかはコンセンサ

スが得られていない。今回、肝炎ウイルス

検診を行った市町の協力を得て、石川県肝

炎診療連携参加勧奨から同意までの期間を

解析した。参加勧奨後 7 年や 8 年が経過し
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たのち同意される症例も少数ながら存在し

た。しかし、石川県肝炎診療連携の参加同

意は、参加勧奨と同時が約 60％、1 年後ま

でに約 80%、2 年後までに約 85%、3 年後ま

でに約 90%と早期に得られていることが明

らかになった。このことは、フォローアッ

プ事業への参加勧奨の期間を考慮する上で

極めて重要な知見と考えられる。また参加

勧奨後長期間を経過して石川県肝炎診療連

携への参加同意した症例に関しては、どう

ような理由で参加同意したのかを明らかに

する必要があると考えられた。 
 
E. 結論 

郵送によるフォローアップ事業への参加

勧奨による同意取得は、参加勧奨後早期（開

始後同時・3年後まで）で90%をしめていた。 
 
F. 健康危険情報 

なし 
 

G. 研究発表 
1. 論文発表 

なし 
 
2. 学会発表 
堀井里和、島上哲朗、金子周一 ｢石川県に

おける肝炎ウイルス検診陽性者フォローア

ップシステムの現況｣第54回日本肝臓学会

総会、PD2-9、平成30年6月大阪 

 

3. その他 

啓発資材 

  なし 

 

啓発活動 

＊島上哲朗：平成30年度肝炎フォローアッ

プ事業担当者連絡会、石川県肝炎医療コー

ディネーター養成等研修会｢最新のウイル

ス性肝炎の知識と石川県の肝炎診療連携体

制について｣平成30年6月25日 主催：石川

県健康福祉部健康推進課 

＊島上哲朗：平成30年度石川県肝炎医療コ

ーディネーター養成・活動支援研修会「ウ

イルス性肝炎の基本的な知識、石川県の肝

炎診療連携体制について」 平成31年1月22

日 主催：石川県健康福祉部健康推進課  

＊島上哲朗：平成30年度石川県肝疾患専門

医療機関医療従事者研修会｢C型肝炎の最新

の知見」 平成31年3月16日 主催：石川県

肝疾患診療連携拠点病院 

（金沢大学附属病院） 
 

H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  

なし 
2. 実用新案登録  

なし 
3. その他  

なし 


